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SYNOPSfS: A　もranspo再ab盲e　盲iぬr sysもe悶　for　閉Oniも0両ng ship s pltime is descr沌ed.　The

sysもera, housed in a conもainer h.沌h size oず　L亀｡7　x W2｡2　x H2.3悶is main一y intended for

d亀y机me observa侶on of d庸ずus壷on events and collec侶ng　ぬ七a of mari侶悶e aerosol.　The

sysもel関　わas a30　ci dia弼　rec盲eving　もelescope and a　紬Hy steerable　円at mirror.　Nd:VAG

甘aser机0鋼,532ni)is used and　柚e sysもe悶　岳s operaもed　七hrough a personal coipuもer.

Measummenも　examples of ship s pltime and background data of maritime aerosol are given

and an method to avo盲de photo-inulもipIier saturation is mentioned.

1 .はじめに

確湾沿岸域における船舶排煙による大気汚染物質の移流拡散状況を詳細に遠隔測定することを目

的として製作し泡モニター周ライダーを使って､東京湾で排煙及びエアロゾル観潮をおこなった測

定例を報告する｡

2.薬置の概要

本装置は比較的近距離を日中観測することを目標にしており､送信部､受信部､検出部を架台上

に､ま尭1架台内部に制御信号処理部(CAHAC)を過み込んだレ-ザレ-ダ本体とNdlYAGレ-ザ部､繰

作部,制御信号処理部(パソコン)から成り､現場である程度のデータ処理を行い画像表示できる｡

これらの構成品は､可搬型コンテナに収納し(Fig.1)､監視は　TV　とJR　モニタで行なう｡ 112

約　2-3　km　かれた船からの排出粒子について　one shot　でも十分な　SNRで観測できることが確認

され勉｡画像取り込み速度は1　画面(30x20)/min　である｡更に長距離で薄い煙を観測する勉めに､

感度を上げると近距離の強いエコー信号で　PUT (R1333)にティリングが生ずる｡このためシステ

ムの感度を上げるに際して､一定時間　P耶　高圧をカット(-300V)するゲート操作を行い､飽和の影

響を除も'戊｡ i,かL/､スイッチング影響が残る区間(3即sec)のデータは使用できない｡

3.船舶排煙の観測

東京湾人口浦賀水道を見通せる地点にライダーを設置して､海岸から　2kmの水道を航行する船舶

の排煙を観測したものが　Fig. 2　で､信号強度を16　段階に識別して表している｡実験船を使った

粉体拡散実験の観測例が　Fig. 3　である｡国中の説明にある　A,B,C　の　3　方向から見た信号の最大

値で画像をつく　り展開したものである｡排出した粒子は　Si02　を主とした　日本粉体工業技術協会

試験用ダスト第10種で､同時に海上で計った平均粒子密度はバックグランドの海上エアロゾルに比

べて約100　倍であった｡排出きれた粒子群は混合拡散しながら上昇して､その後少し下降し　一定

の高容を保って移流拡散して行く状況が詳細に捉えられ､運行車の船舶からの排煙拡散の初期状態

が明かにできた｡

4.消散係数の算出

船舶からの排煙あるいは汚染物質が海上を移流拡散する場合､ミスト､海塩粒子によって物理化

学的影響を受けるため海上エアロゾルデータが是非とも必要となる｡

バックグラウンドの海上エアロゾjL/を水平方向で観測して　R2　補正を施し灸例を　Fig. 4　に示す｡
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消散係数を求めるにあ象り､ Fernald　3　の方法を用いて逐次計算し灸｡観測状況から判断して

homogeneous､　highly turbid　の条件を仮定し､初期値は　s!ope　法によって推定し泡｡計算例を

Pig. 5　に示す｡

5.あとがき

船舶排煙モニター周のライダーの性能を確認できたので､海上および対流圏観測を行うとともに

検知感度の向上を図る予定である｡終わりに､観測に際して協力して戴いた気象研はじめ関係各位

に謝意を表します｡
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Fig.l Transportable lidar of SR暮

L4.7XW2.2xH2.3悶
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Fig.2　甑pping oず　ship s plume

(2/9/87)
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Fig.4　Return signal with R2　correction
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Fig.5　　Exもenction coefficienも　calculated

The peak at abouも1.8km indicates　もhe powder.
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